2025年度　第7回11月期定例番組審議会議事録


１．開催の日時　　2025年11月12日（水）

２．開催の場所　　栃木放送本社会議室
参加できない委員には資料を送付して番組をお聞きいただき、意見・感想を返信してもらう形式で開催。

３．委員の出席　　委員総数9名
返信総数名4名
出席総数名5名

出席委員名　　　委員長　　　　　　　　増田仲夫
委員　　　　　　　　　竹内明子
委員　　　　　　　　　若井明香
委員　　　　　　　　　高橋久夫
委員　　　　　　　　　小川俊彦
委員　　　　　　　　　井出智子
委員　　　　　　　　　北條俊明
委員　　　　　　　　　白石智子
委員　　　　　　　　　桐生典夫

４．議　　　題
（１）「池田敦子学習教室presents「学校を知ろう！」企画」
放送日　10月12日(日)　14:35～　佐野日本大学高校篇
　　　　10月19日(日)　14:35～　宇都宮短期大学附属高校篇
　　　　10月26日(日)　14:35～　不二聖心女学院篇
　　　　11月 2 日(日)　14:35～　國學院大學栃木高校篇

放送分を試聴

（２）その他



５．議事内容
（１）「池田敦子学習教室presents「学校を知ろう！」企画」について
番組視聴：放送した番組を各委員に送付して試聴して頂きました。
　　　　　　　　
議題説明
入試説明会等ではわからない各学校の特徴・特色を生徒たちが独自のスタイルで制作した番組。パンフレットでわかるような情報だけでなく、実際の学校生活の魅力が分かる内容、学校の良さや雰囲気が伝わる内容、生徒目線で考え、同世代に響く内容にしてほしいと各学校に依頼し、生徒たち自身が構成、録音、編集を担当し制作をしてもらいました。
放送日は各学校のオープンキャンパス、学校説明会、学校祭の時期にあわせて設定しました。

各委員からは
[bookmark: _Hlk215848066]◯各校の発表は趣向が凝らされ、内容が充実していた。佐野日大高校は生徒へのインタビュー形式で、生き生きとした学校生活を伝えることに成功していた。宇都宮短期大学附属高校のラジオドラマ仕立ては、ストーリー、構成、演技が秀逸で楽しめたが、演出が凝りすぎて、佐野日大のような生徒目線での学校の魅力伝達には疑問が残った。他の二校はオーソドックスながら手堅く学校の魅力を伝えていた。最後に、栃木県民の進路選択に影響があるとは考えにくい不二聖心女学院（静岡県裾野市）を取り上げた意図について、制作者に確認したい。

[bookmark: _Hlk215848095]◯生き生きとした学校生活を伝えることに成功していた。番組が栃木県内の高校紹介に特化していると思っていたところ、不二聖心女学院が紹介されたため、疑問に思ったが、宇都宮出身の在校生が出演していたため、栃木放送で紹介する意味があると納得した。4校とも異なる構成で聞き応えがあった。佐野日大高校はオーソドックスなスタイルながら、文武両道で生徒が楽しそうな雰囲気が伝わった。宇都宮短期大学附属高校はラジオドラマ風で面白く、学校のホームページを確認したくなる構成だった。不二聖心女学院は先生が生徒にインタビューするスタイルで、校内の「音」を活用し、自然豊かな風景が目に浮かび、生徒の丁寧な言葉遣いが印象的だった。國學院大學栃木高校は生徒が生徒へインタビューするスタイルで、学習面とスポーツ面のトップクラスの生徒や、新たな部活のキャプテンの説明が非常に分かりやすかった。

[bookmark: _Hlk215848212]◯インタビュー形式は、生徒の学校生活にまつわる生の声を聴くことができ、学校を知り、選択する上で良い機会を提供した。インタビューを受けた生徒にとっても、学校生活を振り返る良い経験になったと考える。しかしながら、番組提供の関係か私立校だけの紹介に留まったのは残念な点である。また、音声のみでは学校の様子を完全に伝えるには限界があったのではないか。最後に、4校の紹介に対して、どれだけの人が興味を持って視聴したのかという点には疑問が残る。

[bookmark: _Hlk215848356]◯学校ごとの特色がよく現れており、楽しく聴くことができた。20分弱の時間を「音声」だけで学校紹介することは難しいが、それぞれの学校が工夫を凝らしていたのは印象的であった。生徒もしっかりと話していて、非常に聞きやすかった。番組に入る際に「今回は〇〇学校の紹介です」といったアナウンスがあれば、より分かりやすくなると考える。また、今回の学校がどのように選ばれたのか、学校紹介の多い番組なのか、ターゲットである中学生（小学生）への告知はどのようにされているのかが気になった。なお、娘が宇都宮短期大学附属高校に通っているため、学校からの案内で番組の存在を知り、聴くことができた。

[bookmark: _Hlk215848516][bookmark: _Hlk215848594]◯学校の魅力を伝える手段として、SNS等での短くコンパクトなアピールが主流である中、ラジオの音声という形態が、かえって若い世代に新鮮に映る可能性があると考えます。音声をきっかけに関心を持ってもらい、そこから学校のホームページやパンフレットをしっかりと見てもらう流れにつながる効果も期待できます。一方で、これから学校を選ぶ層（小学生・中学生）など、学校と直接的な関わりのない層にどう聴取してもらうかが大きな課題だと感じました。現状では偶然聴取し、関心を持つケースが多いかもしれません。また、番組制作に関わった在校生に対しては、自分たちの学校をどう伝えるかを考えるという点で、非常に大きな教育効果があったと考えます。学校経営に関わる者としては、そのような視点でも番組を拝聴しました。

[bookmark: _Hlk215848668]◯教育関係のニュースは関心が高く需要があるため、本企画は意義深いものだと感じました。内容も楽しく、県立校も含め幅広く学校情報が紹介されると、生徒や保護者にとってより有用になると考えます。宇都宮短期大学附属高等学校のドラマ形式の番組については、いきなりドラマが始まり、何についての放送かすぐには分かりにくかったため、冒頭に学校紹介などの定型的なアナウンスが入ると、よりスムーズに聴取できるのではないかと思います。また、不二聖心女子学院高等学校の生徒さんの「〜でございます」といった丁寧な言葉遣いが、音声のみでも学校の雰囲気や校風を強く伝える力となっており、印象に残りました。

[bookmark: _Hlk215848785]◯本番組は、これから学校を選ぶ中学生といった特定の層にとっては良い企画だと思いますが、マーケティング的には対象が非常に限定的であるという点で、効果とのバランスが懸念。制作レベルについては、学校間で差があると感じました。国学院栃木高等学校の回は滑舌が良く、非常に聞き取りやすかったです。一方、不二聖心女子学院高等学校の回は、言葉が上ずって聞こえるなど聞き取りにくく、残念に感じました。面白さという点では、宇都宮短期大学附属高等学校の回が、生徒同士の言葉の掛け合いがスムーズで良かったと思います。また、池田敦子学習塾のキャッチフレーズとして紹介されていた「未来を開く学ぶ力」はとても良いと感じました。

◯本番組の企画自体は学校紹介という点で非常に無難で必要性の高いものであり、日曜のお昼という放送時間や15分という長さも適切で、特に違和感はありません。内容については、学校紹介を学校と生徒に任せるという形式により、栃木放送側の制作負担が少ないにもかかわらず、各校が工夫を凝らし、面白くて楽しく充実した内容になっていたと思います。ただ、悪く言えば制作をそれぞれの学校の自己責任に任せる側面があったとも言えます。その結果、宇都宮短期大学附属高等学校のドラマ形式のように、唐突に始まって戸惑いを感じるケースがあったため、最低限の番組構成のフォーマットを提示してあげるのが良いと考えます。しかし、番組制作を通じて生徒の自主性や主体性を高めるという付随的な効果もあり、全体として良い効果をもたらす番組であったと評価します。


[bookmark: _Hlk215848908]◯本番組は、生徒が進路を考える上で良い企画であると思います。しかし、学校教育方針の骨格を表す構成になっていなければならないと考えます。生徒に自主的な制作を任せることは重要ですが、教師や学校としての意図がしっかりと反映されているべきではないか、と感じました。ただし、これは我々年長世代の考え方かもしれません。現代の若い世代にとっては、このような形式の番組が分かりやすく、適している可能性も感じました。



当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきたい旨を、各委員に伝えた。

（２）その他



６．審議内容
上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。

７，番組審議会の意見の概要の公表
1 当社の番組「栃木放送からのお知らせ」（２０２５年１２月７日）
2 当社のホームページに掲載（２０２５年１２月８日）
3 当社事務局に議事録備え置き（２０２５年１２月８日～）
以上
